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こ
の
猛
暑
ど
こ
ま
で
続
く
や
彼
岸
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北
野
津
　
宮
本
　
末
秋

名
月
も
愛め
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童
わ
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の
踊
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か
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ひ
び
き
七
五
三

町
　
　
香
山
菊
童
子

一
服
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に
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た
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法
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無
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仏
照て
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紅
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桜
ヶ
丘
　
宮
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敬
四
郎

花
芒

す
す
き

吹
く
や
無
常
の
枯
野
道

桜
ヶ
丘
　
吉
田
　
照
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今
年
米
一
膳
に
し
て
倖
薫
る

町
　
　
田
中
　
澄
子

夕
紅
葉
紅
さ
す
風
に
抱
か
れ
て

桜
ヶ
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宮
﨑
ト
シ
子

テ
レ
ビ
消
し
耳
に
届
い
た
虫
の
声

上
鹿
島
　
前
村
　
俊
子

町
民
文
芸
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　歌

敵
討
ち

　
　
　
　
　
　
吉
本
　
橋
村
　
正
之

敵
求
め
て
西
東

空
し
く
今
日
も
暮
れ
て
ゆ
く

国
を
出
て
か
ら
早
五
年

先
の
見
え
な
い
旅
枕

武
士
の
意
地
と
か
申
さ
れ
て

果
た
し
合
い
を
ば
な
さ
れ
た
が

敗
れ
た
付
け
を
背
負
わ
さ
れ

迷
惑
千
萬
敵
討
ち

敵
に
巡
り
合
え
た
と
て

大
願
成
就
と
相
成
ら
ぬ

相
手
強
け
り
や
返
り
討
ち

知
ら
ぬ
他
国
の
土
と
な
る

国
で
吉
報
待
つ
て
い
る

母
者
に
思
い
至
す
な
ら

弱
音
な
ん
ぞ
は
吐
か
れ
ぬ
と

わ
ら
じ
の
紐
を
ば
締
め
直
す

日
本
文
壇
史
①

　
　
　
　
　
法
道
寺
　
本
田
　
花
風

　
村
上
春
樹
は
作
品「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」

を
き
っ
か
け
に
、近
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
一
番

近
い
作
家
で
あ
る
と
言
わ
れ
な
が
ら
こ
こ

２
年
受
賞
を
逃
し
て
い
る
。日
本
人
の
受

賞
は
川
端
康
成
、大
江
健
三
郎
の
二
人
だ

け
。康
成
受
賞
の
際
は
裏
話
が
あ
る
。

　
財
団
は
日
本
人
の
候
補
者
選
考
を

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
に
託
し
た
。彼
は

１
９
２
２
年
生
ま
れ
、94
歳
。ア
メ
リ
カ

出
身
の
日
本
文
学
、日
本
文
化
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
。日
本
国
籍
を
取
得
し
、

２
０
０
８
年
文
化
勲
章
を
受
章
、多
く

の
受
賞
歴
が
あ
り
、交
友
関
係
は
三
島
由

紀
夫
、安
部
公
房
な
ど
多
く
の
作
家
と
の

交
流
が
あ
る
。そ
の
選
考
の
過
程
の
一
部

は
テ
レ
ビ
特
集
で
放
映
さ
れ
ご
存
知
の

方
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、こ
う
で
あ
る
。

　
彼
は
実
績
順
に
、谷
崎
潤
一
郎
、川
端

康
成
、三
島
由
紀
夫
、西
脇
順
三
郎
を
挙

げ
て
、谷
崎
が
一
番
手
で
次
が
川
端
で
推

挙
し
た
。結
果
、谷
崎
が
死
去
し
川
端
が

受
賞
し
た
。日
本
人
の
年
功
序
列
意
識
を

無
視
で
き
な
か
っ
た
か
ら
。

　
し
か
し
本
音
は
、三
島
が
最
も
優
れ
た

作
家
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。ま
た
、三
島

も
受
賞
を
熱
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。三

島
が
川
端
の
受
賞
祝
賀
で
お
祝
い
を
伝

え
て
い
る
画
像
が
紹
介
さ
れ
た
が
、そ
の

表
情
は
笑
顔
ほ
ど
に
微
笑
ま
し
く
な
く

窮
屈
に
見
え
た
。

（
②
へ
続
く
）

※
校
正
：
10
月
13
日
、春
樹

　
三
度
目
の
正
直
成
ら
ず
。

　
文
学
の
潮
流
が
変
わ
っ
た
。人
権
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文
化
!!

　
投
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だ
き
ま
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は
、短
歌
・

俳
句
そ
れ
ぞ
れ
一
句
と
し
ま
す
。必
要
な

場
合
は
、ル
ビ
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、確
認
の
た
め
お
電
話
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、連
絡
先
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。
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台
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踏
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立神峡だより
立神熊野座神社秋の例大祭が開催されました

　立神峡には上宮・中宮・下宮の３つの社があり、立神熊
野座神社は下宮にあたります。立神熊野座神社は、景行天
皇13（皇紀743）年に創建されたと言われており、毎年10月
8日の夜と10月9日の２日間は町指定無形文化財「立神熊
野座神社神楽」が奉納されています。古くは平安時代から
営々と踊り続けられ現在に至っているといわれています。6
年に一度持ち回りで役が回ってきますが今年は上組の担
当で準備を行いました。
　まず、氏子総出で鳥居の大しめ縄づくりから開始し、その
後それぞれの社の縄結いと移ります。鳥居の大しめ縄づく
りは幸いにもベテランがいて、立派なしめ縄が完成しまし
た。登り旗を立て、社殿の清掃、供物の準備、幕のつけ、行
燈など「立神熊野座神社神楽」に向けて準備を進めました。
　その後、夜になり、三神宮の神官の祝詞奏上の後、神楽
が奉納されます。太鼓・笛・ジャガリンの演奏に合わせ舞子
が踊るわけですが、今年は、宮原小学校6年生の作村葵君
（立神）が踊り手を務めました。その幻想的で優雅な舞は
永 と々伝統に培われ、見る人の心を魅了し感動させます。
　また、祭りは地区の人たちとの交流の場、情報交換の場
でもあります。無事例大祭も終わり五穀豊穣と山の神の守
り神様にしっかりと奏上できたと思います。この模様はテ
レビタミンにも放映されて立神峡の広報にも一役買ってく
れました。
　昨今は、後継者不足の為に、伝統行事が無くなりつつあ
りますが、今を生きる人たちが、しっかりと伝えることが大
切だと思います。

　好評につき今年も立神峡里山フェスタを開催します。当日は体験コーナーや、
イノシシ、鹿などのジビエ料理など盛りだくさんの内容です。
　皆さまぜひ立神峡にお越しください。

※出店希望者は11月11日（金）までに立神峡管理棟までご連絡ください。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546（8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

▲踊り手を務めた作村葵くん（立神）

▲立派なしめ縄が出来ました

◆日時：平成28年11月23日（水）10:00～16:00
◆場所：立神峡里地公園管理棟周辺
◆内容：竹細工・竹笛作り・駒打ち・巣箱作り・火打石の体験
　イノシシ鍋・鹿肉カレ－・モクズガニ鍋など

今年も立神峡里山フェスタを開催します


